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こんなご相談、ありませんか？

・トイレ以外の場所で排尿してしまう
・理由が分からず、現場対応に悩んでいる

先日、とある入所施設のケアマネジャー様から、
「利用者が植木に排尿してしまい、現場が対応に困っている」
という相談をいただきました。
私が現地で状況を確認し、ケアマネジャー様と一緒に、
該当場所や別フロアの同じ構造の場所を見ていきました。
その結果、本人にとってトイレとして認識しづらい
環境になっている可能性が考えられました。

そこで、行動そのものを止めるのではなく、環境を変えるという視点から、
視覚的に分かりやすい環境づくりを提案しました。
具体的には、大きめの表示や色のコントラストなど、
本人がトイレを認識しやすくなるような工夫です。

その後の経過については把握できていませんが、
このような日常の困りごとには、対応のヒントが隠れていることが多くあります。
日本版BPSDケアプログラムで示されている
「背景要因」という視点で捉えることで、
行動の理由や支援の方向性が見えてくる可能性があります。
「これって、どう考えたらいい？」
そんな現場での悩みやご相談は、大歓迎です。
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